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⾧崎県でのオープンデータへの取組、目指す姿

• オープンデータカタログサイト
• H29.6月に試行版を公開。その後、サイトをリニューアルし、H30.4月に本運用
開始。BODIKのオープンデータカタログサイトを利用している。

• カタログサイトへ522件（R2.9月時点）のデータを公開しており、これまで、当
該サイトへ29,291件の閲覧があり、16,011件ダウンロードのうえ、活用された。
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県の現状 【次世代情報化推進室】



⾧崎県でのオープンデータへの取組、目指す姿

• BODIK オープンデータカタログサイトのご紹介
• 公益財団法人九州先端科学技術研究所（ISIT）の運用する、BODIK
（ビッグデータ&オープンデータ・イニシアティブ九州）のサイトを利用。

県の現状 【次世代情報化推進室】



⾧崎県でのオープンデータへの取組、目指す姿

• 各市町との連携
• 県から各市町へオープンデータに関する情報発信・支援を行っています。

• 各市町のオープンデータカタログサイトの構築状況
• R1.8月に、佐世保市を中心とする「西九州させぼ広域都市圏」の９自治体が
R1.9月に、大村市がオープンデータサイト公開。

• R2.3月に、⾧崎市を中心とする「⾧崎広域連携中枢都市圏」の３自治体が
オープンデータサイト公開。（⾧崎、⾧与、時津）

• R2.9月現在、全21市町中、13市町にてオープンデータサイト公開済み。
公開
データ数 ⾧崎広域連携中枢都市圏 西九州させぼ広域都市圏

自治体 ⾧崎県 ⾧崎市 ⾧与町 時津町 佐世保市 平戸市 松浦市 西海市 東彼杵町 川棚町 波佐見町 小値賀町 新上五島 大村市 合計

R2.9月
現在 522 26 14 30 814 12 21 22 18 12 32 10 9 11 1553

県の現状 【次世代情報化推進室】



⾧崎県でのオープンデータへの取組、目指す姿

• 各市町のオープンデータカタログサイトのご紹介

県の現状 【次世代情報化推進室】



⾧崎県でのオープンデータへの取組、目指す姿

• 新型コロナウィルス感染症に関するオープンデータ
• ⾧崎県と⾧崎市が発生件数などの情報をオープンデータとして随時公開している。

• 新型コロナウィルス感染症対策サイト
• R2.3月、新型コロナウィルス感染症の全国的な広がりを受けて、Code for 

Nagasaki で感染症の発生状況などの情報を集約化したサイトを立ち上げた。
• これまで、200万件以上のユーザアクセスがあり、多くの方が閲覧している。

API連携

公開されたデータを連携させることで
利便性があがり、利活用されている。

県の現状 【次世代情報化推進室】



⾧崎県でのオープンデータへの取組、目指す姿

• 国や他県の動向
• 「官民データ活用推進基本法」にて、多様な分野における横断的な官民データ活用基盤の整備が定められ、地域におけ
るデータ活用の環境整備が進展している。

• 内閣府のスーパーシティ構想の中では、データ蓄積方式ではなく分散型の設計をすることが指針として示された。
• データ連携基盤を構築し、利活用した自治体も出てきている。（高松市、加古川市、富山市など）

国の動向

出典:内閣府 スーパーシティ構想について 出典:高松市HP スマートシティ高松推進協議会

【次世代情報化推進室】



⾧崎県でのオープンデータへの取組、目指す姿
目指す姿

⾧崎県では、オープンデータへの
取組を始めているが、まだまだ
データ利活用が進んでいない

データ活用(オープンデータへの取組)の
メリットが分からず、着手できない。

行政データだけでは、活用が進まない。
効果が出ない。データも各市町で個別

に保持している。

データの利用方法がわからない。
（公開データ、分析ツール、API）

データ連携基盤により、データを連携し
た利用を可能とする。ダッシュボードで

可視化する。

既存データや分析ツールを学び、データ
利活用に活かす。

研修や事例研究を通して、データ利活
用の必要性の理解を深める。

現状 課題 対応策

目指す姿
多種多様なデータが連携し、

データを活用した様々なサービスが生まれる。

【次世代情報化推進室】



⾧崎県でのオープンデータへの取組、目指す姿
目指す姿 【次世代情報化推進室】
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⾧崎県でのオープンデータへの取組、目指す姿
目指す姿 【次世代情報化推進室】

連携基盤構築

ダッシュボード
(可視化)開発

特定市町
行政・インフラ

複数市町
行政・インフラ 多種多様な分野のデータ

1アプリ 複数アプリ 多種多様なサービス

複数市町へ横展開 全市町への横展開

複数アプリ支援API公開 アプリ支援
事例
研究

民間
全市町

行政・インフラ
民間・
センサー

県統一プラットフォーム確立行政データの連携 民間データとの連携 ビッグデータとの連携

ビッグデータ分析

行政/民間運営体制

● 行政/民間データの県統一プラット
フォームの確立

● データを利用した多種多様なサービ
ス創出

● 行政データの標準化
● ビッグデータ分析に基づく施策構築、
経営戦略構築の実現

● 行政/民間データの県統一プラット
フォームの確立

● データを利用した多種多様なサービ
ス創出

● 行政データの標準化
● ビッグデータ分析に基づく施策構築、
経営戦略構築の実現

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

目指す姿のためのロードマップ

テーマ（観光や防災など）・やりたい事
そのために必要となるデータについて協議したい

テーマ
選定


